









本交通統計（ASEAN-Japan Transport Statistics Book）』によると、2012年
のタイの道路総延長は計23万1,620㎞であり、舗装道路率は81％とシンガポー










































図を見ると、 4 車線道路の距離は1998年の約5,500㎞から2003年には 1 万㎞
を超えたものの、その後の増加傾向は緩慢となり、2015年の時点でも 2 万㎞
に達していなかったことが分かる。それでも、2015年の時点の 4 車線道路の
比率は国道全体の36％に達していた 5 。他方で、 2 車線道路の距離は漸減し、
1998年の約4.2万㎞から2015年の約3.3万㎞へと約 4 分の 1 減少した。この間、




　1993年と1995年に認められた 2 段階の幹線道路 4 車線化計画では、計7,000





1998 42,053 5,458 1,421
1999 41,790 6,094 1,240
2000 41,771 7,394 844
2001 41,389 8,818 785
2002 41,250 9,938 482
2003 40,452 10,553 355
2004 38,708 11,265 348
2005 38,276 11,596 279
2006 37,440 12,369 225
2007 37,327 12,753 218
2008 36,643 13,724 222
2009 35,918 14,724 264
2010 35,583 15,231 273
2011 34,848 15,628 237
2012 34,563 16,034 240
2013 34,217 16,841 355
2014 33,205 17,035 280





























































［柿崎 2017: 22］。こちらについても、当初の計画では2000年までの 8 年間で










約3,000㎞でしかなく、完成率はほぼ 6 割といった状況であった［RTL （2013）: 
57］。
　図 2 は、2015年時点の幹線道路 4 車線化計画の進捗状況を示したものであ





20年が経過しても依然として 3 割程度の区間が 2 車線のまま残されていたこ
年 完成 建設中 計 進捗率（％）
2000 321 659 980 19
2001 540 667 1,207 23
2002 829 807 1,636 32
2004 1,528 260 1,788 35
2005 1,838 176 2,014 39
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　幹線道路 4 車線化計画が遅延したもう 1 つの要因は、計画に含まれていな
い区間における 4 車線化の推進であった。交通量の増加により、 4 車線化計
画に含まれていなかった道路においても 4 車線に拡幅する必要性が高まり、
各地で計画外の 4 車線化が行われていたのであった。
　図 4 は2015年の時点の 4 車線道路の分布を示したものである。これを見る
と、 4 車線化計画の対象区間以外の道路でも各地で 4 車線化が進んでいたこ
とが分かる。とくに計画外区間が多いのはバンコク近郊であり、この地域で
は自動車の増加に伴う交通量の拡大が顕著であったことから、主要な国道は
軒並み 4 車線に拡幅されていたことが分かる 8 。また、地方においても計画
外で 4 車線化された区間は各地に点在しており、中でもチエンマイ、コーラー
トなど地方中核都市周辺での 4 車線化が進んでいた点が特徴的である。 4 車
線化の目安は 1 日の交通量が8,000台を超えることであったことから、地方
都市近郊の道路においてもこの基準を上回る区間が増えてきたことを意味した。




Kaekhai Panha Kan Charachon Ko Tho Mo. Parimonthon lae Mueang 
Lak）に含まれており、東部臨海地域の道路については連携輸送支援道路
建設計画（Khrongkan Kosang Thang Luang Sanapsanun Kan Khonsong 
Baep To-nueang）に含まれていた ［RTL （2007）: 28］。これらの計画は第
2 次 4 車線化計画と並行して行われており、とくにバンコク首都圏・地方中
核都市交通問題解決計画は第 2 次 4 車線化計画に匹敵する予算額を獲得して
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したが、それ以外の道路の 4 車線化や新たな 4 車線のバイパス建設がある程




年 対象都市数 2車線 4車線 計
1998 2 - 22 22
1999 1 24 - 24
2000 1 9 - 9
2001 3 16 16 32
2002 2 13 - 13
2003 5 4 69 73
2004 2 11 5 16
2005 3 11 17 28
2006 5 6 58 64
2007 - - - -
2008 1 - 17 17
2009 - - - -
2010 - - - -
2011 - - - -
2012 1 6 - 6
2013 1 6 - 6
2014 - - - -
2015 4 - 46 46




















Maebot Kan Kosang Thang Luang Phiset Rawang Mueang）を通貨危機
直前の1997年 4 月の閣議に提案し、閣議で基本了承された［RTL （1997）: 
37］。このマスタープランは1997年から20年間で計13線、4,150㎞の都市間高
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北、東南、南に延びる予定の都市間高速道路に国道 5 ～ 8 号線と順番に番号
を振ることになった15。すなわち、これまでバンコクから北、東北、東南、
南へ延びる幹線国道に 1 ～ 4 と順に国道番号を付けてきたことから、その連















































　さらに、都市間高速道路を巡っては、高速道路公団（Kan Thang Phiset 


























トム～チャアム間のレームパックビア道路が国道 8 号線に変更された［RTL 





























































暫定政権に引き継がれ、輸送インフラ開発戦略（Yutthasat Kan Phatthana 
Khrongsang Phuenthan Dan Khamanakhom lae Khonsong khong Thai）に


























































































許道路の 4 つで、他に村道、市道（Thang Luang Thetsaban）、町道（Thang 




であった。なお、県道は1992年に国道に統合されている［柿崎 2017: 3 ］。
　村道については管轄機関が複数存在し、農村開発促進事務所（Samnak-ngan 
Rengrat Phatthana Chonnabot）、土木局（Krom Yothathikan）、灌漑局（Krom 
Chonlaprathan）、県自治体（Ongkan Borihan Suan Changwat）の 4 機関が
存在した。前者 3 つは国の機関であり、それぞれ特定の村道の管轄を行って
おり、これらの機関の管轄外の道路が各県に置かれた県自治体の管轄とされ
ていた［Ibid.: 323］。1995年の時点での管轄する道路距離は、それぞれ 4 万












た［Ibid.: 66］。その総延長は、2002年までの総計で未舗装道路 2 万4,295㎞、












































（Phraratchaban-yat Kamnot Phaen lae Khanton Kan Krachai Amnat Hai 
Kae Ongkon Suan Thongthin）と2002年の省庁再編によって大きく変化す
ることになった。タイでは1990年代に地方分権の一環として新たな地方自治











舗装道路 22 1 360 29 95 80 477 14
未舗装道路 1,974 99 879 71 24 20 2,877 86
計 1,996 1,239 119 3,354
出所：柿崎 [1994]: 23より筆者作成。
表3　ブリーラム県の村道の状況（1994年）








れることになった。2000年に農村開発促進局（Krom Rengrat Phatthana 
Chonnabot）に昇格していた旧農村開発促進事務所と土木局の道路管理部門
を統合し、新たに村道局（Krom Thang Luang Chonnabot）が設置される






　ただし、2002年省庁局再編法（Phraratchaban-yat Prapprung Krasuang 







月に出された省庁局再編法第 5 版では、廃止までの期間を 5 年から10年に引
き延ばすにとどめられた［Ibid.: 33-34］。その上で、2008年に入ってサマッ
ク政権が成立してから改めて第54条の撤廃を求めて動き出し、最終的に2009














Vol. 123-92 Ko.: 1-14］。このため、従来の市道や町道に加えて、農村部に存
在する村道も区自治体などの地方自治体が管轄する道路は地域道と呼ばれる
ようになったのである。
地域 管区 2003-2006 2008 2009-2011 2012以降 計
チエンラーイ 2,083 236 313 156 2,788
チエンマイ 2,930 141 828 334 4,233
ウッタラディット 3,330 259 469 31 4,089
ナコーンサワン 3,215 580 913 425 5,133
ウドーンターニー 3,205 415 491 276 4,387
コーンケン 4,354 303 1,945 538 7,140
カーラシン 4,254 249 549 238 5,290
コーラート 5,848 700 1,807 197 8,552
ウボン 3,808 377 515 630 5,330
サラブリー 1,950 219 386 125 2,680
パトゥムターニー 1,612 90 236 44 1,982
スパンブリー 3,078 151 644 181 4,054
ペッブリー 2,481 340 918 77 3,816
チャチューンサオ 2,167 260 640 2 3,069
チョンブリー 2,259 141 417 75 2,892
スラ―ターニー 3,284 554 1,034 148 5,020
ソンクラー 3,317 612 569 11 4,509
クラビー 2,009 166 654 266 3,095









































































2003 1,197 - - - - 134 - 1,331
2004 2,179 - 463 - - 241 - 2,883
2005 2,004 8 472 170 42 438 9 3,143
2006 1,008 71 361 157 11 284 6 1,898
2007 785 31 248 59 22 - 6 1,151
2008 509 26 80 29 2 - 7 653
2009 2,050 18 167 78 25 101 7 2,446
2010 4,261 33 124 26 11 95 5 4,555
2011 1,663 87 41 39 11 62 7 1,910
2012 755 118 27 4 18 68 6 996







2008～2012年の 5 年間で行う総額約 2 兆バーツのインフラ整備計画の中に含
まれていたもので、村道局の未舗装道路約7,200㎞を総額342.9億バーツで舗
年 舗装 未舗装 計 舗装率（％）
2011 42,231 5,278 47,509 89
2012 42,809 4,832 47,641 90
2013 43,150 4,357 47,507 91
2014 43,695 3,912 47,607 92






地域 管区 舗装 未舗装 計 舗装率（％）
チエンラーイ 1,408 7 1,415 100
チエンマイ 2,813 394 3,207 88
ウッタラディット 1,893 40 1,933 98
ナコーンサワン 2,919 89 3,008 97
ウドーンターニー 2,302 67 2,369 97
コーンケン 3,397 87 3,484 98
カーラシン 3,217 337 3,554 91
コーラート 4,108 185 4,293 96
ウボン 3,657 292 3,949 93
サラブリー 2,312 178 2,490 93
パトゥムターニー 1,742 1 1,743 100
スパンブリー 2,372 340 2,712 87
ペッブリー 2,349 38 2,387 98
バンコク バンコク 63 - 63 100
チャチューンサオ 2,265 100 2,365 96
チョンブリー 2,115 46 2,161 98
スラ―ターニー 2,137 131 2,268 94
ソンクラー 2,501 93 2,594 96
クラビー 1,621 33 1,654 98























地域 管区 舗装 未舗装 計 舗装率（％）
チエンラーイ 3,389 3,815 7,204 47
チエンマイ 6,648 7,555 14,203 47
ウッタラディット 4,814 4,719 9,533 50
ナコーンサワン 4,386 6,678 11,064 40
ウドーンターニー 2,853 3,614 6,467 44
コーンケン 5,227 7,807 13,034 40
カーラシン 5,953 5,785 11,738 51
コーラート 8,863 12,921 21,784 41
ウボン 4,658 10,123 14,781 32
サラブリー 2,483 1,573 4,056 61
パトゥムターニー 3,616 1,993 5,609 64
スパンブリー 4,596 3,202 7,798 59
ペッブリー 3,937 2,423 6,360 62
チャチューンサオ 3,748 3,412 7,160 52
チョンブリー 3,501 3,009 6,510 54
スラ―ターニー 4,234 4,795 9,029 47
ソンクラー 4,210 2,967 7,177 59
クラビー 2,983 3,470 6,453 46


















































































































































































































































































































































2000/01/04 “Thanon ‘Lampang-Ngao’ Sadut.”］。
7  表中に記載のない年については年報への記載がなく、2008年以降も年報へ
の記載がなくなる。
8  図 4 の計画外区間には、1990年代に幹線道路 4 車線化計画が立てられる前
にすでに 4 車線化されていた区間も含まれておる。




10 その後、1989年 3 月にハートヤイで行われた移動閣議において、東西両岸
を結ぶ「経済ブリッジ（Saphan Setthakit）」開発戦略が了承され、その後
行われた調査をもとに策定されたマスタープランが1993年 6 月に閣議決定さ









車線で整備され、その後2006年に全区間が 4 車線に拡張されていた［RTL 










17 TS （OE） 2000/11/10-13 “"Sisuk" Dan 2  Motorway Khit Naeo Mai Pak 
Tho-Cha-am/Chonburi-Phatthaya.”
18 PCT （OE） 2005/12/26 “Thang Luang Bae Project Saen Lan.”　バーンパ
イン～コーラート間高速道路もこの「メガプロジェクト」に含まれた。
19 BP （OE） 2000/10/14 “Doubts Over B27bn Bypass.”
20 PCT （OE） 2001/02/12 “Raingan Chae Bueangluek Wongwaen Tai Lut 
Mue.”
21 BP （OE） 2002/05/28 “Southern Ring Road Delayed.”, NT （OE） 




22 BP （OE） 2002/09/30 “Motorways Will Come under Expresssway.”
23 BP （OE） 2003/01/11 “Fraud Loss Estimate Halved.” 通行料の着服は、料
金所を通過する自動車の台数をカウントする機械の不備を利用して行われて
おり、 1 年間の着服額は合計3.28億バーツであったと見積もられた。
24 PCT （OE） 2003/08/04 “Break Tang Dan Kep Ngoen Motorway Phoem 
2  Chut.”　1997年の閣議で都市間高速道路での距離制の通行料徴収が決め





25 BP （OE） 2003/10/16 “Motorway Transfers Make Slow Progress.”  この
区間は2007年に開通した［RSTP （2013）: 5 ］ 。
39
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26 KT （OE） 2003/07/07 “Chi Thanon Liap Ao Thai Krathop Singwaetlom 
Kha 1 %.”
27 BP （OE） 2002/05/07 “Short-cut to South Will Get Closer Study.”, KT 
（OE） 2003/07/08 “"Thaksin" Fan Thong Sang Thanon Liap Ao Thai.”
28 PCT （OE） 2003/10/02 “"Thaksin" Lui Mega Project 2  Lan Lo.”
29 PCT （OE） 2005/03/31 “Laem Phakbia Tit Lom.”
30 PCK （OE） 2005/08/08 “"Thaksin" Lom "Laem Phakbia".”
31 PCK （OE） 2008/04/29 “Motorway Phatthaya Khuep Pai Kwa 80%.”, PCK 
（OE） 2010/04/30 “Motorway Phatthaya Ngop Sang Kwa 2  Phan Lan Poet 
Damnoenkan Laeo.”
32 PCT （OE） 2008/10/16 “"Bang Pain-Khorat" Tonthun Motorway Phung 
7  Muen Lo.”
33 EKK “Phaenkan Longthun Dan Khrongsang Phuenthan nai Rabop 
Khonsong khong Prathet （Rawang Pi Pho So 2556-2563）: Chamnaek Rai 
Pi, Khomun Na Wanthi 14 Minakhom 2556.” このうち、バーンヤイ～カー
ンチャナブリー間、パッタヤー～マープタープット間については土地収用費
のみが計上され、建設はPPP方式で進めることが想定されていた。輸送イ













37 PCK （OE） 2016/09/28 “Wenkhuen Motorway “Bang Yai” Phung Phruat 
Muen Lan.”　バーンヤイ～カーンチャナブリー間が遅れたのは、この間の
市街化が進んで土地収用が難航していたためである。
38 タイ～ラオス間には1994年開通した第 1 タイ―ラオス友好橋を皮切りに計


















の計画名がKhorongkan Thanon Rai Funに変更された。なお、対象区間に
は変化がなかったが、予算総額は150.32億バーツへと半減された。
46 例えば、2017年 6 月17日時点でサラブリー県の地域道は1,424㎞登録され
ているが、より面積の広いロッブリー県の地域道は209㎞しか登録されて
いない［TCK “Rabop Borihan lae Tittam Kan Songsoem O Po Tho. Dan 
Ngan Thang”（http://cld.drr.go.th/cld/main.html）（2017年 6 月17日閲覧）］。
41
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47　2012年 9 月の時点では登録道路距離が 6 万628㎞であったことから、 5
年間で10万㎞の道路が追加登録されていることになる［SST n. d.: 3］
48 国会が作成した埃無道路に関する文書によると、2013年の時点で地域道の
総延長は34万4,485㎞であり、うち舗装されていなかった区間は14万700㎞
とされており、これに従うと地域道の舗装率は59％となる［SLS “Phon Kan 
Damnoenkan Tam Yatti Thanon Rai Fun.” （http://www.parliament.go.th/
ewtadmin/ewt/parliament_parcy/ewt_dl_link.php?nid=23047） （2017年 5 月
24日閲覧）］。
49 TCK "Rabop Borihan lae Tittam Kan Songsoem O Po Tho. Dan Ngan 
Thang（2017年 6 月17日閲覧）"　村道局の管轄する村道は2015年時点で1,142
㎞であり、うち未舗装区間は29㎞のみであった［KTC （2015）: Kho］。
50 2014年末の時点の村の数は計 7 万4,965ヶ所であった［EKM “Rueang 
Chaeng Khomun Thang Kan Pokkhrong. 2015/03/05”］
51 他に、高速道路公団に移管の上に開通したスッカサワット～バーンプリー
間23㎞が存在する。
52 この計画はポピュリズム政策の一環として、2011年 9 月から2012年までに
指定された自動車を購入もしくは契約した人を対象に10万バーツ以内で税額
を返金するもので、約126万人が申請した［MKR 2015/09/08 “Kamnot Raya 
Wela Sinsut Kan Rapmop Rotyon Tam Khrongkan Rotyon Khan Raek.”］。







死者、1,304人の負傷者を出していた［GNLM （OE） 2017/07/04 “Yangon-
Mandalay Highway is Busiest and Most Dangerous Highway with 276 
42
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Vehicle Accidents in 2017.”］。
55 EKK “Phaenkan Longthun Dan Khrongsang Phuenthan nai Rabop 
Khonsong khong Prathet （Rawang Pi Pho So 2556-2563）: Chamnaek Rai 
Pi, Khomun Na Wanthi 14 Minakhom 2556."
56 この調査は2009年に村道局から計 1 万3,810㎞の村道を移管された県自治
体62ヶ所、市・町46ヶ所、区自治体555ヶ所を対象としたものであった［Songchai 
2010: 52］。
57 PCK （OE） 2005/05/21 “Chao Nong Khai Sut Thon Thanon Phang Dam 
Na-Ploi Pla Prachot.”
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